
国土交通省では、梅雨や台風シーズンを前に、皆さんに土砂災害に対する関心と知識を深めていただくた

め、６月を「土砂災害防止月間」としています。

●傾斜が３０度以上ある斜面が危ない。
●大量の雨が地中にしみ込むとおきや

すい。
●雨が止んでも数時間は要注意！

●大雨が引き金になる。梅雨や台風の
時期は特に注意

●速いときは時速40キロ以上。大 きな
岩も流してしまう。

●雪どけ水で起こることもある。

●雨水や雪どけ水が地中にしみ込んで
起こる。

●家や田畑といっしょに大地がゆっくり
動くこともあり、突然一気に何十メート
ルも動くこともある。

●地震が原因で起こることもある。

①がけから小石がパラパラ落ちてくる。

③樹木がゆれたり、かたむいたりする。
②斜面から水がわき出る。

④斜面にひび割れができる。

①川や沢の中で大きな石がぶつかり合い、

ゴロゴロと音がしたり、火花が見えたりする。

②川や沢の流れが濁り、生の木が流れてくる。

③山鳴りがする、異常なにおいがする、地鳴りがする。

④雨が降り続いているのに川や沢の水が減る。

①池の水がにごったり、減ったりする。
②山の樹木がザワザワとさわぐ。木の裂ける音や木

の根が切れる音がする。
③地鳴りや山鳴りがする。
④地面にひび割れや段差ができる。
⑤わき水が増える。

いつもこのような前ぶれがあるとは限りません。

このほかにも「いつもと何か違う」と感じたら、早めの避難を！

①お住まいの場所が、「土砂災害警戒区
域」か確認する。

②土砂災害警戒情報や雨量の情報に注
意する。

③大雨時や土砂災害警戒情報発表時は
早めに避難する。夜間に大雨が予想され
る際は暗くなる前に避難する。

都道府県では土砂災害のおそれのある区域
を「土砂災害警戒区域」として指定を進めてい
ます。お住まいの場所が指定されているか、
国土交通省砂防部のホームページなどで確
認しておきましょう。あるいは、お住まいの市
町村役場に問い合わせください。

大雨による土砂災害の危険度が高まった時
には「土砂災害警戒情報」が発表されます。
雨が降り出したら、雨雲の動きや土砂災害
警戒情報に注意が必要です。

テレビやラジオ、防災無線、広報車などから
情報を集めましょう。インターネットからは、
気象庁や国土交通省砂防部のホームページ
などで確認できます。

お住まいの自治体の避難勧告などの情報に
注意して、移動が困難になる前に、早めに近く
の避難所などの安全な場所へ避難しましょう。

※土砂災害警戒区域の指定が完了していない
箇所もありますので、併せて土砂災害危険箇所
かどうかも確認してください。

【気象庁ホームページ】
http://www.jma.go.jp/jma/

【国土交通省砂防部ホームページ】
http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/index.html
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※イラストは全て NPO法人砂防広報センターより資料提供

大雨などが引き金となって、大量の土砂が崩れたり動いたり、水

と一緒に流れたりすることで起こる災害のことです。

松川沿いに咲くエニシダ
（H26.5.16 撮影 上松川橋付近）
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(ご意見・ご感想

・砂防に関すること)

国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所

◆福島河川国道事務所ＨＰ（ http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/）も是非ご覧下さい◆

地域のイベント等でご好評を頂いている「土石流模型実験」は、

土石流の起こる仕組みや、土石流被害の防止・軽減のための対

策などを知って頂くことを目的としています。

今年度から、出張所内で実験の見学ができます！

どなたでも見学して頂けますが、事前に申し込みが必要です。

お問い合わせ、お申し込みは、

吾妻山山系砂防出張所（電話：024-593-0831）
まで、お気軽にどうぞ！

： 4月～11月の平日

9:30～11:30 , 14:00～16:00
※所要時間は１５分程度です。

：実験１回につき 3～15人程度

： 吾妻山山系砂防出張所実

施

要

領

◆ 土石流について知りたい方、「砂防」に興味がある方、是非どうぞ！

◆見学を希望される方は、できるだけ前日までにお申し込みください。

◆屋外設備のため、荒天時は実施できません。その他、日程のご希

望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
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みなさんに、「砂防」を知って頂きたい！身近に感じて頂きたい！ ・・・というわけで、

今号から、「砂防」に関して、実際にみなさんの目で見たり、体験していただける「おすすめスポット」をご紹介していきます！

5月10日（土）、清流日本一を誇る荒川沿いを歩く「うつくし

ま・みずウォーク2014福島大会」が開催され、約2，000名

の参加者が、新緑の中、ウォーキングを楽しみました。

コースには、国の登録有形文化財に認定されている地蔵

原堰堤や荒川第５堰堤などが含まれており、参加者の中

には、「地蔵原堰堤の景色が好きなので、いつも参加して

いる。」という方もいらっしゃいました。

当出張所は、今年もゴール地点付近で土石流模型実験と

パネル展示を行い、たくさんの方にご覧いただきました。

（写真上）荒川を横断できる地蔵原堰堤。参加者に人気のスポットです。

（写真左下）親子連れに好評の模型実験 （写真右下）パネル展示の様子


